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20250727 「インターネット文明」                                      小笠原 

 

大変ためになった。黎明期から携わってきた著者だけに説明が全般にわたっており、発展過程、現状を網羅している。 

難点は、図が全くないし、キーとなる用語の説明もない。対象はある程度の知識がある人。知りたい人はネットで調べることを前提

としている。 

 

インターネットのマイナスの要素 

本書ではインターネットのマイナス点に触れていない。（著作権などの運用上の

問題は書かれているが） 

本書を離れてインターネット文明の地球規模の問題点（マイナス点）について、

素人が述べてみたい。ハードウェア（インフラ）的な話です。 

 

消費電力： 

本書で述べているように、データは分散され蓄積されている。つまり、元データが１か所にあ

りそれにアクセスしているわけではなく、身近に保存されたデータにアクセスしている。つまり、

データを蓄積しているデータセンターにアクセス。 

総電力に占めるネット環境の割合は高くなっており、データの増大とともに益々増加。（現時

点で、世界の総電力消費のおよそ 2～3％とも、1.7%から 6.2%とも、そのうち 20%に達する

とも??） 

 

「電気はこまめに消しましょう」の標語と、インターネット環境の快適さは真逆であり、24 時間

電源を切れない。 

データセンターは膨大な電力を使用し、かつ、熱を出すため、多量の冷却水が必要。また、

AI 使用が電力消費を加速している。 

例えば、マイクロソフトがスリーマイル島原子力発電所 1号機を再稼働で得た全発電量を 20

年間にわたって供給を受ける前例がない規模の契約を締結するなど、ビッグテックによる電

力増に備えた囲い込みが起きており、環境上の問題大。 

 

宇宙のゴミ（スペースデブリ）： 

ほとんど本書と関係が薄く、インターネットとの関係は薄いのですが、直面してい

る問題です。（こんなこともあると知っておいて頂ければ） 

本書にもあるように、どこにいてもネットが使える環境を作るためには、人工衛星

を増やす必要がある。（例：スターリンク） 

最近のニュースでは「日本と EU は、大規模な人工衛星網を構築することで、宇宙

開発における競争力を高め、米国企業への依存を減らすことを目指している。」 

 

人工衛星がない時代（1960）は、宇宙はきれいでしたが、今は宇宙のゴミが急速

に増えているが、実質的に減らす方法がない。宇宙にはゴミ箱はない。 

（大気圏で燃え尽きるためには数百年～） 
 
デブリの数： 2017 年、10cm 以上 2 万 3 千（10cm 以下：1 億以上） 
 
デブリは脅威で ISS（国際宇宙ステーション）に穴があいたりする。 

（10cm 以上のデブリ位置は監視されており、衝突を避けるため、軌道を変えたり

する） 

デブリは、人工衛星同士の衝突、デブリ同士の衝突で増え続ける。 

（衛星の 7 割は運用終了で、宇宙のゴミ化している。） 

 

Google メール、翻訳： 中身は Google が見ることができる。（本書 P118、G メール

内容をGoogleが知ることができる）。Google翻訳使用時、機密事項、メーカー名な

どを入れるのはマズイ。以上 

インターネット環境 

電力（地上） 

宇宙

中国の対衛星兵器実験 

2021 ロシアが自国衛星をミサイルで破壊

米国の衛星と使い終わったロシア衛星


